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第 1 は、日中の対話に必要なルール及び原則を作ることです。 
    このルールには、例えば、日中友好の精神を対話の中心に置くことや、自分も
同じことをしていないかとの自省を義務づけること等があります。 
第 2は、問題を相対化させ柔軟対応を可能にする視点をもつことです。 
    例えば、歴史に関連した問題は、日中・日韓だけでなく、中韓・中朝・中越に
も、また中蒙・中露・中米にもあるといった観点をもつことです。 
第 3は、対話の基礎となる日中が共有すべき基本認識をもつことです。 










































を期待しております。     
御清聴ありがとうございました。 
(以上は、在瀋陽日本国総領事館と京都大学上海センターが共催し、上海センター協力会が
協力して開催した「日中経済交流セミナー」で総領事からいただいた挨拶兼スピーチの内
容です。本セミナーの報告として今後、他の報告内容を掲載する予定です。・・・事務担当) 
